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NY マーケットレポート（2018 年 4 月 17 日） 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、好調な米企業決算や経済データに加え、米金融当局者の発言を受け、投資家のリスク選好が強まり、ドル円・ク

ロス円は序盤から堅調な動きとなった。ただ、米国のロシアに対する追加制裁の懸念から、その後は上値の重い動きとなった。

一方、ユーロ圏やドイツの景況感指数が低調だったことが影響し、ユーロは序盤から主要通貨に対して軟調な動きとなった。終

盤には、米主要株価が堅調な動きが続いたことなどが影響し、ドル円・クロス円は底固い動きとなった。 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

3 月米住宅着工件数 131.9 万件（予想 126.7 万件・前回 123.6 万件⇒129.56 万件） 

 

3 月米住宅着工件数（前月比） 1.9％（予想 2.5％・前回 -7.0％⇒-3.3％） 

 

3 月米建設許可件数 135.4 万件（予想 132.3 万件・前回 129.8 万件⇒132.1 万件） 

 

3 月米建設許可件数（前月比） 2.5％（予想 0.2％・前回 -5.7％⇒-4.1％） 

 

3 月の米住宅着工件数は、前月比+1.9％となり、2ヵ月ぶりに増加した。前年比では+10.9％だった。一戸建て住宅は減少したが、

集合住宅が大幅に伸びたことが影響した。着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比+2.5％、前年比は+7.5％だった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

3 月米鉱工業生産（前月比） 0.5％（予想 0.4％・前回 1.1％⇒1.0％） 

 

3 月米設備稼働率 78.0％（予想 77.9％・前回 78.1％⇒77.7％） 

 

3 月の米鉱工業生産は、2 ヵ月連続のプラスとなり、米国の生産活動が堅調に拡大していることが示された。前年比では+4.3％

だった。生産指数は、製造業が前月比+0.1％、電力・ガスが+3.0％、鉱業が+1.0％となった。一方、設備稼働率は、前月比 0.3

ポイント上昇となり、2015 年 3月以来、3年ぶりの高水準となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

米要人発言 

 

ムニューシン米財務長官 

 

・トランプ大統領の為替ツイート､通貨切り下げへの「警告」 

・トランプ大統領の為替コメント､ロシアと中国への「警告」 

・トランプ大統領は､TPP 復帰は「よりよい条件」でのみ検討 

 

 

トランプ米大統領 

 

・安倍首相との会談で「大きな進展」得た 

・安倍首相と北朝鮮、貿易、軍事を話し合った 

・米国はハイレベルで北朝鮮と直接対話している 

・米国は北朝鮮との直接対話を開始 

・北朝鮮の金委員長と会うのを楽しみにしている 

・北朝鮮の金委員長との会談で拉致被害者を取り上げると約束 

 

 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・FOMC は、緩やかな利上げ軌道を継続する必要 

・米失業率は、来年に 3.5％に 

・インフレ率は、コアＰCＥで今年中に 2％達成へ 

・資産バリュエーションは高いがバブルの領域ではない 

・全面的な貿易戦争になれば極めてネガティブな影響に 

・米経済は順調であり、近く米史上 2番目に長い景気拡大期となる 
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ＩＭＦ世界経済見通し 

 

・2018 年のユーロ圏成長率 2.4％に－0.2 ポイント上方修正 

・米成長率予想は 2018 年 2.9％、2019 年 2.7％に上方修正 

・2018、2019 両年の世界の成長予想、いずれも 3.9％に据え置き 

・2020 年以降は世界経済鈍化－2018、2019 両年の米成長予想引き上げ 

 

 

米企業の好業績に対する期待を背景に上昇 

 

米株式市場は、米主要企業の四半期決算発表が本格化する中、医療保険大手や動画配信大手の好決算が好感され、米企業の好業

績に対する期待から、ハイテク株などを中心に買いが広がった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で

285 ドル高まで上昇した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 1.7％以上の上昇となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 
出所：データを基に SBILM が作成 
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序盤堅調な動きも、米ロ関係への懸念から上値の重い動き 

 

好調な米企業決算や経済データに加え、米金融当局者の発言を受け、投資家のリスク選好が強まり、ドル円・クロス円は序盤か

ら堅調な動きとなった。ただ、クドロー米国家経済会議（NEC）委員長は、トランプ政権がロシアへの追加制裁を検討している

と述べ、米ロ関係の悪化懸念から、その後は上値の重い動きとなった。終盤には、米主要株価が堅調な動きが続いたことなどが

影響し、ドル円・クロス円は底固い動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


